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文序

河内長野市は自然と文化財に恵まれた豊かな町です。

そして、大阪市内へ30分と言う通勤条件に恵まれ、この環境とともに人々を

ひきつけ、近年は府下で最も人口増加が著 しい町となりました。この恵まれた

環境を求めて人々が移り住んできますと、今度は逆に、受け入れるための整備

のために文化財や自然が破壊される危険が増大 し、地下に眠る埋蔵文化財は自

然と共に真っ先に危機に立たされます。このような状況で、市教育委員会は開

発に先立ち、埋蔵文化財の調査を実施 し、把握、保存に努めています。

今後とも市民の皆様の協力により、国民共有の財産である埋蔵文化財の保護

に努めたい所存です。

最後になりましたが、調査に協力していただきました地主の方々、施工者の

皆様方に記して感謝いたします。

河 内 長 野 市 教 育 委 員

教育長 中 尾 謙

会

一
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例

1。 本書は平成 6年度に河内長野市教育委員会が発掘調査を実施した天野山金剛寺遺跡内

の個人住宅 (K G T94-1)及び三日市遺跡内の個人住宅 (MIC銘 -1・ M I C94

-3)に かかる調査報告書である。

回

6.本調査については、写真 。実測図等の記録ならびにカラースライ ドを作成した。広く

利用されることを希望する。

例

2.

3.

4.

5。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

本調査は河内長野市教育委員会社会教育課文化係鳥羽正剛を担当者として、平成 6年

4月 1日 から着手し、平成 7年 3月 31日 をもって終了した。

本書の執筆は蔦羽がおこなった。

遺物の写真は中西和子が撮影した。

現地調査及び内業整理については下記の方々の参加を得た。 (敬称略)

杉本祐子 。中村嘉彦・林和宏 。東田幸子・松尾和代

金剛寺遺跡の略称は、KGT(KONGOЛ  TEMPLE site)で ある。

三日市遺跡の略称は、MIC(MICKAICHI site)で ある。

標高は東京湾標準潮位 (T.P,)十 の値を用いた。

図中の北は磁北である。

土色は『新版標準土色帖』による。

遺構名は下記の略記号を用いた。

遺物実測図の縮尺は、土器1/4・ 石器2/3である。

須恵器・瓦器 。瓦質土器の断面は黒塗り、弥生土器 。土師器・土師質土器・黒色土器

の断面は白抜きである。また、黒色土器の黒色部分にはスクリーントーンを付した。

遺物実測図の番号と写真図版の番号は共通する。9.
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第 1章 調査の状況

大阪府の東南端に位置する河内長野市は、旧河内国錦部郡に属し、紀伊 。大和・和泉の

三国に接していた。この為、古代から交通の要所となったところである。現代の河内長野

市は大阪市への通勤圏に位置し、ベッドタウンとして年々人日の増加する町である。特に

ここ数年の人口増加は府下でも屈指の伸び率を示し、住宅の新築・改築件数も増えている。

この為、住宅開発とあわせて交通アクセスの整備、住宅環境の整備など、公共事業も盛ん

である。この結果、地下に眠る埋蔵文化財への影響は避けてとおることのできない問題と

なっている。このような状況のなかで本市教育委員会は文化財の保護の立場から記録保存

のための発掘調査を実施した。

本年度の文化財保護法57条の 2及び 3の発掘届及び発掘通知の件数は、 1月 末現在で総

数73件 (発掘届64件、発掘通知 9件)である。また、遺跡の新規発見届及び発見通知は4

件提出されている。発掘届にみられる原因者の状況は、住宅造成地での個人住宅の建築及

び改築に伴う屈出が目立った。また、道路の開通と伴に店舗の新設も増えている。

試掘調査の結果、新規発見の遺跡が 1件あり遺跡数は増加するばかりである。

第 1表 発掘届出件数月別一覧 (1月 末現在)

第 2表 主な民間開発発掘調査一覧 (1月 末現在)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 総  数
夢旨 笏己 だ目 (57多烏bD 2) 10 4 9 8 6 8 5 7 2 64

発掘通知 (57条 の 3) 1 1 1 9

発  見  届  (57条 の 5) 1 1

発見通知 (57条 の 6) 1 1 1

遺跡名 調査期間 申請者 申請面積 用途 区分 備考

高    向 H6  2.14^ヤ 5 12 三浦健彦
三浦雅彦

315.29nf 個人住宅 原因者 中世の上師質土器出土

上 原 北 H6 3.2-4 15 伸チェンス トア

オークワ

6,562.86♂ 店  舗 原因者 13世紀の掘立柱建物、井戸、

濤、土坑を検出

古 野 町 H6.5.16 辻野雅夫 491.05だ 共同住宅 原因者 遺構・遺物なし

金 剛 寺 H6  5.23-5 .25 永原喜代一 36242ぱ 個人住宅 国 庫 本書掲載

三  日 市 H6  5.26^▼ 6 14 猿渡京寿 llXl.16だ 個人住宅 国 庫 本書掲載

塩    谷 H6 6.6 竹橋史雄 152.94ぜ 動物病院 原因者 遺構 。遺物なし

三  日 市 H6 6.21 重倉奨 327.00ぜ 個人住宅 国 庫 本書掲載

喜 多 町 H6 6.28 オランダ観珀腑 75.91nf 分譲住宅 原因者 遺構・遺物なし

塩    谷 H6  7.26 ミズヤlth 884.36ぜ 倉庫及び事務所 原因者 中世の上師質上釜、皿出土

高    向 H6 9,6 草谷清一 273.05コギ 個人住宅 国 庫 遺構 。遺物なし

三  日 市 H6 10,7-10 11 東急不動産佛関
西支社

8,622 00ぜ 分譲住宅 原因者 遺構・遺物なし

烏帽子形城 H6.12.7 帥ティー・アイ・

コーポレーション

9,285,21ぜ 分譲住宅 原因者 遺構・遺物なし

市 町 西 H6.12.8 太陽興産い 2,229 16nf 分譲住宅 原因者 中世の上坑検出

一  l 一
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第 1図 河内長野市遺跡分布図 (1/40000)



番 号 文 化 財 名 称 種 類 時   代
1 長 野 神 社 遺 跡 社 寺 室町

河 合 寺 社 寺

3 観 ′b 寺 社 寺 平安～

大 師 山 古 墳 古 墳 古墳 (前期 )

大 師 山 南 古 墳 古墳 ? 古墳 (後期 )

大 師 山 遺 跡 集 落 弥生 (後期 )

7 興 禅 寺 社 寺

烏 帽子形 八 幡神社 社 寺 室 町

塚 穴 古 墳 古墳 古墳 (後期 )

長 池 窯 跡 群 生 産 平安～近世

小 山 田 1号 古 墓 墳 墓 奈 良

小 山 田 2号 古 墓 墳 墓 奈 良

延 命 寺 社 寺

金 岡」 寺 社寺 平安～

日野 観 音 寺 遺 跡 社寺 中 世

地 蔵 寺 社 寺

岩 湧 寺 社寺 平安～

五 ノ 木 古 墳 古墳 古墳 (後期 )

高 向 遺 跡 集落 旧石器～中世

20 烏 帽 子 形 城 跡 城館 中世～近世

喜 多 町 遺 跡 集落 縄文～中世

22 烏 帽 子 形 古 墳 古墳 古墳 (後期 )

末 広 窯 跡 生産

24 塩 谷 遺 跡 散布地 縄文～中世

流 谷 八 幡 神 社 社 寺

26 蟹 井 淵 南 遺 跡 散布地 中 世

蟹 井 淵 北 遺 跡 散布地 中 世

28 天 見 駅 北 方 遺 跡 散布地 中 世

千 早 日 駅 南 遺 跡 散布地 中 世

岩 瀬 薬 師 寺 墳墓 近 世

清 水 遺 跡 散布地 中 世

仲 哀 天 皇 社 跡 古墳 ?

(33) 堂 村 地 蔵 堂 跡 社寺 近 世

滝 畑 埋 墓 墳墓 近 世

中 村 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近世

東 の 村 観 青 堂 跡 社 寺 近 世

(37) 西 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

38 清 水 阿 弥 陀 堂 跡 社 寺 近 世

39 滝 尻 弥 勘 堂 跡 社寺 近世

(40) 宮 ノ 下 内 墓 墳 墓 古 墳

官 山 古 墳 古墳 ? 古 墳

宮 山 遺 跡 散布地 縄文～中世

西 代 藩 陣 屋 跡 城館

散布地

江戸

飛鳥～奈 良

上 原 町 墓 地 墳 墓

惣 持 寺 跡 社寺 鎌 倉

栗 山 遺 跡 努〔JIE 中世～近世

47 寺 ケ 池 遺 跡 散布地 縄 文

48 上 原 遺 跡 散布地 中世

住 吉 神 社 遺 跡 社 寺

高 向 神 社 遺 跡 社 寺 中世

青 が 原 神 社 遺 跡 社 寺

膳所藩河州出張所跡 城 館 江 戸

双 子 塚 古 墳 跡 古墳 古墳

菱 子 尻 遺 跡 散布地 縄文～中世

河 合 寺 城 跡 城 館

三 日 市 遺 跡 集落 旧石器～近世

日 の 谷 城 跡 城 館 室 町

58 高 木 遺 跡 散布地 縄 文

汐 の 山 城 跡 城 館 中 世

峰 山 城 跡 城 館 中 世

第 3表 河内長野市遺跡地名表 )は地図範囲外
番 号 文 化 財 名 称 種 類 時   代

稲 荷 山 城 跡 城 館 中 世

国 見 城 跡 城 館 中 世

旗 蔵 城 跡 城 館 中 世

64 権 現 城 跡 城 館 中 世

(65) 天 神 社 遺 跡 社 寺

(66) 再 城 第 15経 塚 経 塚

加 賀 田 神 社 遺 跡 社 寺 中 世

68 庚 申 堂 社 寺

石 仏 城 跡 城 館 中 世

佐 近 城 跡 城 館 中 世

旗 尾 城 跡 城 館 中 世

葛 城 第 16経 塚 経 塚

(73) 葛 城 第 18経 塚 経 嫁

葛 城 第 19経 嫁 経 塚

笹 尾 塞 城 館 中 世

(76) 大 沢 塞 城 館 中世

(77) 三 国 山 経 塚 経 塚

光 滝 寺 社 寺

(79) 猿 子 城 跡 城 館 中 世

蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社 寺

川 上 神 社 遺 跡 社 寺

千 代 田 神 社 遺 跡 社 寺

向 野 遺 跡 兵洛・生産 縄文～室町

古 野 町 遺 跡 故布地 中 世

上 原 北 遺 跡 散布地

大 日 寺 遺 跡 社 寺 中 世

高 向 南 遺 跡 散布地 鎌 倉

小 塩 遺 跡 集落 縄文～奈 良

加 塩 遺 跡 集落 古墳 (後期 )

尾 崎 遺 跡 集落 古墳～中世

ジ ョウ ノ マ エ遺 跡 城館 ? 中 世

仁 王 山 城 跡 城館 中 世

タ コ ラ 城 跡 城館 中世

岩 立 城 跡 城館 中 世

上 原 近 世 瓦 窯 城館 近 世

市 町 東 遺 跡 散布地 弥生 。中世

97 上 田 町 窯 跡 生 産 近 世

尾 崎 北 遺 跡 散布地 古墳

西 之 山 町 遺 跡 集落 中 世

野 間 里 遺 跡 集落 平 安

鳴 尾 遺 跡 散布地 中 世

上 田 町 遺 跡 散布地 古墳・中世

上 原 中 遺 跡 散布地 古墳・ 中世

/1ヽ 野 塚 墳 墓

(105) 葛 城 第 17経 塚 経 塚

薬 師 堂 跡 社 寺 中 世 ～

野 作 遺 跡 集落 中 世

寺 元 遺 跡 集 落 奈 良 。中世

(109) 鳩 原 遺 跡 散布地 中 世

法 師 塚 古 墳 跡 古墳

山 上 講 山 古 墳 跡 古墳

西 浦 遺 跡 集落 古墳 。中世

地 福 寺 跡 社 寺 近 世

宮 の 下 遺 跡 集落 平安～中世

栄 町 遺 跡 散布地 縄文・古墳

錦 町 遺 跡 散布地 中 世

(117) 太 井 遺 跡 散布地 中 世

118 錦 町 北 遺 跡 社寺 中 世

市 町 西 遺 跡 散布地 縄文・ 中世

120 栄 町 南 遺 跡 散布地 中 世
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第 2章 調査の結果

第 1節 天野山金剛寺遺跡 KGT94-1

1.結果

調査地は河内長野市天野町9701こ所在し、

T,P,168mの 地点にある。

地理的環境としては、和泉葛城山糸から

北方に延びる尾根の谷間をぬって北方へと

流れる西除川の西岸に位置する。

歴史的環境としては、天野山金剛寺遺跡

の北部に位置し、南側には天野山金剛寺の

塔頭の 1つである吉祥院がたたずまいを残

している。

調査は、東西1.8m× 南北3.8mの規模で

調査坑を設定して行った。

基本層序 (第 4図 )

基本層序は表土 (層厚約20 cn)、 盛土

(同約10c■ )、 明黄褐色礫混 じり細砂 (同

約30 cm)、 にぶい黄褐色礫混 じリシル ト

(同約30cn)であった。地山はにぶい黄褐

色礫混じり粘上であった。

第 2図 調査地位置図 (V5000)
B

0                      4m

167900m

C

第 3図 遺構配置図 (V100)

①表土 ②盛土 ③10YR6/8明黄f41色礫混じり細砂 ④10YR5/4に ない黄鶴色礫混じリシルト

第 4図 調査坑土層断面実測図 (1/40)
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遺構と遺物

遺構面は現地表面下0.9mで検出し、土坑 1基を検出した。

〔SKl〕 (第 3・ 5図、図版 I・ Ⅱ)

調査坑の東側に位置する。東側は調査区外に及び検出できなかっ

たので詳細な規模は不明である。検出した遺構の規模は、長さ

3.2m、 幅0.45m、 深さ0.2mを測る。

遺物は瓦器婉 (1・ 2)が出土した。尾上編年のⅣ-2～ 4に

相当し、14世紀～15世紀前半のものと考えられる。

〔包合層〕 (第 5図、図版 I)

包合層からの遺物には、尾上編年Ⅳ-3～ 4に相当する瓦器婉

(3)がある。14世紀中頃のものと考えられる。その他には土師

質皿、甕、瓦器婉、瓦質甕、陶器婉が出上したが、いずれも細片

のため図化できなかった。
0                  10cm

第 5図 出土遺物実測図

2。 まとめ

調査の結果、調査坑が狭小であるため詳細なことはわからなかった。今後の天野山金剛

寺の境内北側での調査の成果に期待される。

-5-



第 2節 三日市遺跡 M I C94-1

1.結 果

調査地は河内長野市東片添町 1-35に所在

し、石見川北岸の河岸段丘上に位置している。

調査は1.4m× 1.8m、 lm× 3.3m、 lm×

2.6m、 lm× 2.3mの調査坑計 4箇所を設定

して行った。

A.第 1調査坑

調査坑は東西1,4m、 南北1,8mの規模で設

定した。

基本層序 (第 9図 )

基本層序は表土 (層厚約40o■ )、 耕土 (同

約10cn)、 にぶい黄褐色細砂 (同約 5 cn)、 床

土 (同約 5 om)、 ォリーブ褐色粘土混じり細砂

色粘上であった。

第6図 調査地位置図 (1/5000)

(同約30cn)で あった。地山はオリーブ褐

遺構と遺物

地山は現地表面下0,9mで検出したが、遺構は検出できなかった。 (第 8図、図版Ⅲ)

〔包含層〕 (第 7図、図版 I)

出上した遺物には、生駒西麓産と考えられる弥生時代中期で畿内第Ⅲ様式の高杯 (5)、

0                            6cm

‖7

第 7図 第 1調査坑出土遺物実測図

爛 熙

垂:議琶
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第 4調査坑 K

第 8図 遺構配置図

第 3調査坑

0                       5m

(1/120)

表土

耕上

10YR4/3に ない黄t「」色細砂

床土

7 5YR3/4暗 掲色礫混じリシルト

旧耕土

旧床上

25Y4/3 オリーブ褐色粘土混じり細砂
25Y3/3 暗オリーブ掲色礫混じり粘土
5Y72  オリーブ黒色粘土
2 5Yγ 2 黒掲色粘土
25Y4/4 オリープ掘色細砂

0                            2m

127900m
」

①

②

③

④

⑤

⑤

⑦

③

③

⑩

①

⑫

第 1調査坑

第 2調査坑

第 3調査坑

127900m

E

127900m
K

第 4調査坑

第 9図 第 1・ 第 2・ 第 3・ 第 4調査坑土層断面実測図 (V40)

壷 (7)、 第Ⅳ様式に相当するものと考えられる甕 (6)、 石包丁 (4)があった。 (5)

の外面は、平行斜線文を上下 2状を対とし綾杉状に施す。日縁端部はやや外傾する平坦面

を呈し、内面にかけてナデを行う。 (6)の底部外面はヘラケズリを下方から上方へと行

127 900Hl

B
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う。内面はユビオサェで器壁の立ち上がり元を整えた後、連続してユビナデを下方から上

方へと行っている。 (7)の外面は簾状文で整えられている。内面は摩滅のため詳細な観

察はできないがナデと考えられる。他にサヌカイト片が 4点出上したが、図化できなかった。

B.第 2調査坑

調査坑は東西3.3m、 南北 lmの規模で設定した。

基本層序 (第 9図 )

基本層序は、表土 (層厚約 5 cn)、 耕土 (同約 5 om)、 床土 (同約 5c■ )、 旧耕土 (同約

5 cn)、 旧床土 (同約 5 ca)、 ォリーブ褐色粘土混 じり細砂 (同約15 cn)、 暗オリーブ褐色

礫混じり粘土 (同約 5 cn)、 ォリーブ黒色粘土 (同約 5 cm)、 黒褐色粘土 (同約20cn)であっ

た。地山はオリーブ褐色粘上であった。

遺構と遺物

遺構面は現地表面下0,7mで検出し、土坑、濤、ピットを検出したが、遺物が出土 した

ものはなかった。 (第 8図、図版Ⅳ)

〔包合層〕 (第10図、図版 I)

包合層からは、サヌカイ ト製の石鏃 (8)、 石刃状象I片 (9)、 土師器皿 (10)、 須恵器

壷日縁 (■ )が出土した。 (8・ 9)は縄文時代のものと考えられる。

∩
――
川
日
Ｈ
Ｕ

一

ｎ
棚
Ｍ
ｖ

一
◆

Λ  8

⌒

(三ξ::::三::][:二 :三二Ξ三夕
Fi0

Ц
0                             5cln 10cln

第10図 第 2調査坑出土遺物実測図

C。 第 3調査坑

調査坑は東西 lm、 南北2.6mの規模で設定した。

基本層序 (第 9図 )

基本層序は、耕土 (層厚約 5o■ )、 旧耕土 (同約10 cn)、 旧床土 (同約 5 cm)、 ォリープ

褐色粘土混じり細砂 (同約15 cm)、 暗オリープ褐色礫混じり粘土 (同約10cn)、 オリーブ黒

色粘土 (同約 5 ca)、 黒褐色粘土 (同約15cm)、 ォリーブ褐色細砂 (同約10c■ )であった。

地山はオリーブ褐色粘上であった。

御
】
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遺構と遺物

遺構面は現地表面下0,75mで検出し、土坑を検出したが、遺

物が出土したものはなかった。 (第 8図、図版Ⅳ)

〔包含層〕 (第■図、図版 I)

包含層からは、須恵器杯蓋 (12・ 13)カミ出上した。陶邑編年

第11図 第 3調査坑出土
遺物実測図

H下 4～ 5に相当し、 6世紀後半から7世紀前半のものと考え          Ocm

られる。

D。 第 4調査坑

調査坑は東西 lm、 南北2.3mの規模で設定した。

基本層序 (第 9図 )

基本層序は、旧床土 (層厚約10cn)、 オリーブ褐色粘土混じり細砂 (同約15cm)、 暗オリー

ブ褐色礫混じり粘土 (同約15 cm)、 黒褐色粘土 (同約15cm)であった。地山はオリーブ褐

色粘土であった。

遺構と遺物

遺構面は現地表面下0.55mで検出し、土坑、ピットを検出したが、遺物は出土しなかっ

た。 (第 8図、図版 V)

2。 まとめ

近年、石見川北岸の河岸段丘上での発掘調査例が増加する傾向にあるが、調査坑が狭小

のため、遺構の実態を把握できたものはなかった。しかし、今回の調査の結果、調査地の

地理的環境と出土した弥生時代中期から後期の上器、石包丁から、このころには旧石見川

がもたらした僅かな沖積地を利用した水田が存在していた可能性を指摘できたのは最大の

成果であった。また、このことは今後の調査方法の指針を与える好資料となった。

-9-



第 3節 三日市遺跡 M I C94-3

1.結果

調査地は東片添町293に所在する。石見川南岸の河岸

段丘上にあり、T.P.137mに位置している。前述のM

I C94-1の調査地が位置する北岸段丘上はT.P.127

mであるので、その比高差は10mに及び、周囲を見晴ら

す立地となっている。三日市遺跡内の石見川南岸の段丘

上には三日市古墳群が位置している。調査地はM I C92

-1(既報)の調査地の東側に位置し、古墳群と連続し

た段丘上にある。

調査坑は東西4.5m、 南北7。 3mの規模で設定した。

基本層序 (第13図 )

基本層序は、耕土 (層厚約25cn)、 床土 (同約 5 cm)、

黄褐色礫混じり細砂 (同約10Cm)、 灰黄褐色粗砂混じり

シル ト (同約10cm)、 黄褐色粗砂混じり粘土 (同約 5 cn)

あった。

0                                4rn

第12図 遺構配置図 (1/100)

であった。地山は黄褐色粘土で

① 耕土
② 床土

③ 25Y5/3黄 褐色礫混じり細砂

④ l∝R5/2灰黄掲色粗砂混じリシルト

⑤ 10YR 5/6黄褐色粗砂混じり粘土

0

第13図 調査坑土層断面実測図 (1/40)

０
＝

劇

沐

ヰ

ー
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遺構と遺物

遺構面は現地表面下0.55mで検出し、濤、落ち込み、ピットを検出したが、遺物が出土

したものはなかった。 (第12図、図版 V)

〔包合層〕 (第14図、図版 I)

包合層からの出土遺物には、須恵器杯蓋 (14。 15)、 甕 (16・ 17)、 土師質皿 (18・ 19)、

黒色土器A類婉 (20)、 瓦質皿 (21)、 瓦器婉 (22)があった。その他にも、サヌカイ ト片、

須恵器甕、土師質皿、土釜、瓦器婉、瓦が出上したが、細片のため図化できなかった。

(14)は陶邑編年Ⅲ-1に相当し、 6世紀後半から7世紀初頭のもの、 (15)は陶邑編年

H-4に 相当し、 6世紀後半のものと考えられる。

14

li絲 下墓茅

Ⅲ17鞠)  2
第14図 出上遺物実測図

2。 まとめ

調査の結果、M I C92-1で検出された古墳群と関連をもつと特定できる遺構、遺物は

検出できなかった。しかし、若千の遺構や遺物が存在することが分かり、今後の調査で石

見川南岸の東側にどれほど遺構が広がりをもつのかを把握するのが課題となった。
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第 4表 天野山金剛寺遺跡 (K G T94-1)出土遺物観察表
番号 出土地点 種 ,U 器種 法量 (cm) 胎 土 焼 成 色  調 特 徴 備 考

1 SKl 瓦器 現
日径  132
器高 (残)28

密 良

外面 灰
内面 灰・灰白
断面 灰白

口縁部は外反し、端部は

まるくおさめる。日縁部

外面はヨコナデ、体部外

面には指オサエ痕が残る。

内面はやや粗なヘラミガ

キを施す。高合は欠損。

尾上編年Ⅳ-2

2 SKl 瓦器 塊
回径  ■ 8
器高(残)19 密 良

外面 灰・灰白
内面 灰・灰白
断面 灰白

日縁部はわずかに内弯す

るがまっすぐ斜上方にの

びる。端部はまるくおさ

める。日縁部外面はヨコ

ナデ、体部外面には指オ

サエ痕が残る。内面は粗

いヘラミガキを施す。 1

尾上編年Ⅳ-2～ 4

3 包合層 瓦器 坑
日径  118
器高(残)30

密 良

外面 灰白
内面 灰白

断面 灰白

回縁部は内弯しながらまっ

すぐ斜上方にのびる。端

部はまるくおさめる。日

縁部外面はヨコナデ、体

部外面はナデ調整。内面

見込部には粗いヘラミガ

キを施すが、摩耗のため

詳細は不明。高台は欠損。

尾上編年Ⅳ-3～ 4

第 5表 三日市遺跡 (M I C94-1)出土遺物観察表
番 号 出土地点 種 別 器種 法量 (cm) 胎 土 焼成 色  調 特 徴 備 考

4
第1調査坑

包合層
磨製石器 石包丁

長さ  685
幅   36
厚さ  07
EH‐    25 6g

刃部は欠損 している。 緑泥片岩

5
第1調査坑

包合層
弥生上器

高杯

(不部)

日径  220
器高(残)43

やや

密
良

内面 灰黄褐
内面 灰黄褐
断面 灰黄褐

回縁部はやや外傾し、端

部は平坦面を呈する。日

縁部外面は櫛描きにより

綾杉状に文様を施す。

生駒西麓産

畿内第Ⅲ様式

6
第1調査坑

包含層
弥生上器

甕

(底部)

底径  76
器高(残)4,3

密 良

外面 明灰黄
内面 淡黄
断面 暗灰黄・淡黄

平底で、体部は上外方に

伸びる。体部外面はヘラ

ケズリ、内面はユビナデ

を施す。

生駒西麓産

畿内第Ⅳ様式

7
第 1調査抗

包合層
弥生上器

重

(体部)
器高 (残)515 密 良

外面 灰黄褐
内面 にぶい黄
断面 にぶい黄

体部外面は簾状文と櫛描

き直線文を施す。内面は

ヘラケズリ。

生駒西麓産

畿内第11様式

8
第2調査坑

包含層
打製石器 石鏃

長さ  215
幅   16
厚さ   04
重量   08g

凹基無茎式で、平面形は

二等辺三角形を呈する。

風化が著しい。

サヌカイト

9
第2調査坑

包合層
打製石器 剣片

長さ  407
幅   185
厚さ   053
重量   43g

石刃状剣片。 サヌカイト

第2調査坑

包合層
上師器 皿

口径  92
器高  12 密 良

外面 灰白
内面 灰白
断面 灰白

「ての字状口縁」をもつ。
日縁部はヨコナデ。外面

底部及び内面はナデを施

す。

第2調査坑

包合層
須恵器

壺

(回縁)

口径  154
器高 (残)36

粗 不 良

外面 灰 白
内面 灰 白
断面 灰 白

口縁部は外弯しながら上

外方へ開き、端部は肥厚

しまるい。内外面とも回

転ナデ。

第3調査抗

包合層
須恵器 蓋

回径  ■ 8
器高  37

密 良

外面 灰 白
内面 灰 白
断面 灰

天丼部から口縁部はなだ

らかに下る。口縁部は下

外方へ下り、端部はまる

くおさめる。天丼部外面

は回転ヘラケズリ。他は

回転ナデ。

陶邑編年H-4～ 5

第 3調査坑

包合層
須恵器 蓋

口径  ■ 8
器高(残)30

密 良

外面 灰白
内面 灰白

断面 灰白

回縁は垂直に下り、端部

はまるい。天丼部外面は

回転ヘラケズリ。他は回

転ナデ。

陶邑編年 H-4～ 5

―- 12-―



第 6表 三日市遺跡 (M I C94-3)出土遺物観察表
番号 出土地点 種  別 器種 法量 (cm) 胎 土 焼 成 色  調 特 徴 備 考

包合層 須恵器 蓋
口径   90
器高(残)16

密 並

外面 灰 白
内面 灰 白

断面  灰 白

口縁部は外下方へ下る。

端部のまるいかえりを有

し、かえりで着地する。

回転ナデ。

陶邑編年m一 ユ

包含層 須恵器 蓋
日径  137
器高(残)28

密 不 良

外面 灰
内面 赤灰
断面 にぶい橙

日縁部は外下方へ下り、

端部はまるい。回転ナデ。
陶邑編年■-4

包合層 須恵器
甕

(体部 )

器高(残)58
厚さ   08 密 良

外面 灰
内面 灰白

断面 赤灰

外面は平行 タタキ、内面

は同心円状アテ兵痕を残

す。

17 包合層 須恵器
甕

(体部)

器高(残)51
厚さ  10

密 良

外面 灰白
内面 灰白
断面 灰白

外面は平行タタキ、内面

は同心円状アテ具痕を残

す。

包含層
土師質土

器
皿
日径  74
器高  10

やや

粗
良

外面 橙
内面 種
断面 笹

平底の底部から短く外上

方に屈曲する。口縁部は

ヨコナデ、内面と外面底

部はナデを施す。

包合層
土師質土

器
皿
口径

器高

やや

粗
並

外面 橙
内面 橙
断面 橙

平底の底部からゆるやか

に外上方に屈曲する。摩

耗のため調整は不明。

20 包合層 黒色土器 塊

器高(残)14
高台径  64
高台高 06

密 良

外面 浅黄桂
にぶい赤橙

内面 灰

断面 明黄褐

内外面ともナデを施す。

外面に黒斑が見られる。

内面は黒色。高合は貼付

のちナデ。

A類

包含層 瓦質 皿
日径   98
器高(残)14

やや

密
良

外面 明黄褐
内面 明黄褐
断面 明黄褐

日縁部は外弯する。摩耗

のため調整は不明。

包含層 瓦器 婉
日径  137
器高(残)18

密 良

外面 黒
内面 黒
断面 明黄褐

回縁部はまっすぐ斜上方

にのび、端部はまるくお

さめる。日縁部外面はヨ

ヨナデ、体部外面には指

オサエ痕が残る。内面は

摩耗のため不明。

尾上編年Ⅳ-1
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K G T94-l SKl(1・ 2)・ 包含層 (3)
M I C94-1 第 1調査坑 (4～ 7)・ 第 2調査坑 (8～ 11)。 第 3調査坑 (12・ 13)
M I C94-3 包含層 (14～ 22)
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K G T94-1 調査地全景 (北から)

K G T94-1 調査坑 (北から)
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M I C94-1 調査風景 (南から)

M I C94-1 第 1調査坑 (北から)
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M I C94-1 第 2調査坑 (西から)

M I C94-1 第 3調査坑 (北から)
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M I C94-1 第 4調査坑 (北から)

M I C94-3 調査坑 (南から)
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所収遺跡名 所 在 地
コード

耳ヒ率単 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡

引暇
れ
金
訥
山胸期

大阪府河内長野市

天野町970
27216
汗子16

河14
34° 25′ 41 135° 31′ 55″ 1994.05.23 7∬

個人住宅建設に

伴う事前調査

み っ か い ち
三  日 市 27216

府68

T156

34° 25′弘
″
135° 34′ 33″

1994.05,19
|

1994.06.16
1lm2
個人住宅建設に

伴う事前調査

大阪府河内長野市

東片添町293
34° 25′ 48″ 135° 34′ 32″

1994.06.21
∫

1994.06.23
33nf
個人住宅建設に

伴う事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

天野山金剛寺 社寺 中世 土坑 1基
瓦器、土師質土器、瓦

質土器、陶器

日 市 集落

縄文

方生

古代

石鏃、剣片、石包丁

弥生土器、須恵器、

土師器

調査地付近に水田遺構

が存在する可能性あり

古代

中世

須恵器、土師質土器、

黒色土器、瓦器、瓦質

土器、瓦
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